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未来を生き抜く生徒の育成 ～互いにつながり、伸びる学校をめざして～

校長 林 隆之
春の穏やかな日差しとともに、新しい年度が始まりました。校庭の草木が芽吹くように、生徒一人

ひとりの心にも新たな希望と意欲が芽生えていることと思います。保護者や地域の皆様におかれまし

ては、日頃より本校の教育活動に対し、深い御理解と温かい御支援を賜り、心より感謝申し上げます。

本年度、本校では、学校教育目標として「未来を生き抜く生徒の育成～互いにつながり、伸びる学

校をめざして～」を掲げ、教育活動を進めてまいります。変化の激しい社会の中にあって、これから

を生きる子どもたちには、知識や技能のみならず、自ら考え、判断し、他者と協働しながら課題を解

決していく力が求められています。本校では、そうした力を日々の学習や学校生活を通して着実に育

んでいきたいと考えています。

「互いにつながる」とは、友人関係はもとより、学級や学年、さらには家庭や地域との関わりの中

で、相手の思いを受け止め、自分の考えを丁寧に伝え合うことです。その中でこそ、生徒は安心して

挑戦し、失敗を恐れずに新たな一歩を踏み出すことができます。そして、「伸びる学校」とは、生徒だ

けでなく、教職員も共に学び続け、一人ひとりの成長を認め合い、高め合うことのできる学校である

と考えています。

中学校生活は、心身ともに大きく成長する大切な時期です。時には思い通りにいかないことや困難

に直面することもあるでしょう。しかし、その経験こそが、自らを見つめ直し、次への力とする貴重

な学びとなります。本校は、生徒が将来、どのような場面においても自分らしく、たくましく生き抜

くことができるよう、自分で考えて行動する力、思いやりの心、挑戦する心を大切にした指導を行っ

てまいります。

学校は、生徒の成長を支える中心であると同時に、家庭・地域とともに子どもたちを育てる場でも

あります。本年度も、教職員一同、生徒一人ひとりに寄り添いながら、互いにつながり、共に伸びて

いける岩国西中学校をめざして尽力してまいります。

結びに、本年度が生徒にとって実り多く、希望に満ちた一年となりますよう、そして本校の教育活

動がより充実したものとなりますよう、皆様の変わらぬ御理解と御協力をお願い申し上げます。

１日(金) 岩国市・和木町中学校教育研究会総会（給食なし) 校長 林 隆之 岩国小より

７日(木) 中間テスト発表 市Ｐ連役員会（西中体育館） 教頭 好中 由美 高森みどり中より

１１日(月) 放課後学習会 教諭 武田 侑希 新規採用

１２日(火) あいさつ運動 いわにしネット協議会 教諭 遠田 昭道 麻里布中より

１３日(水) 小学校合同体力テスト 教諭 西田 知代

１４日(木) 中間テスト 事務主事 二本柳早苗 玖珂小より

１５日(金) 中間テスト 学校運営協議会

１６日(土) 市Ｐ連定期総会・研修会（周東パストラルホール）

１８日(月) 全国学力・学習状況調査（英語）

１９日(火)・２０日(水) 尿検査

２０日(水)～２２日(金) ３年修学旅行

２２日(金) １年遠足 ２年校外学習

２５日(月) 放課後学習会

２６日(火) 小中合同引き渡し訓練



4月12日（日）に、「菜の花フェスティバル」が、本校を会場に開催さ

れました。本校からも、６名の生徒が、ボランティアスタッフとして参加

し、うどん、焼きそば、野菜の販売の手伝いをしました。天候に恵まれ、

出店や催しも昨年以上に多く、これまでにない来場者という大盛況の一日

となりました。最初は、遠慮がちだった生徒たちですが、少しずつ自信を

もち、自分から進んで動くことができるようになりました。また、最後に

は、地域の方に交じって、２年生尾崎くんと３年生長井くんが、餅まきを

しました。地域の皆様にも喜んでいただけて、たいへん貴重な体験となりました。岩国西中学校は、これ

からも「地域とともにある学校」をめざしていきますので、今後ともよろしくお願いします。

先輩たちが、前日に教室の飾り付けをしてくれました。

◆中学校の勉強は、内容が難しくなったり、奥深くなったりするから、たくさん勉強したいです。そし

て、初めて部活に入るから、置いていかれないように練習をたくさんして、上手になりたいです。

◆ぼくは、クラスでの発表や全校の前での発表を積極的にしたいです。積極的にすることで、前での発表な

どでも、緊張しないようになりたいです。

◆入学式では、とても緊張しました。でも入学式を終えてから、少しだけ楽しみになり、「がんばってみよ

う」と思えたのでよかったです。中学生になって、できることが何か少しでも増えるといいなと思います。


